
街中に落ちているゴミ。最終的にどこに行くでしょう？
学校や遊びに行くとき、草木の間やブロック塀のはしっこに
溜まっているゴミを見たことはありませんか？
中でもプラスチック製のゴミは軽くて飛ばされやすいので、
風で飛んで、川に流され、海まで行ってしまっているゴミも
たくさんあるんです。
海に流されたゴミは自然に分解されないので、魚が間違って
食べてしまったり、大きな問題になっています。

街中に落ちているゴミ。最終的にどこに行くでしょう？
放置されたゴミが自然にどんな影響を与えているのか勉強を
して、やっかいなゴミだけど、それを有効活用して、素敵な
キーホルダーを作ってみましょう！

日時：令和８年 ６月 ２０日（土） １０：００～１２：００

場所：ひびきの市民センター 会議室(大)

ひびきの地区のゴミを拾いに行きます

定員：子ども１５名（１・２年生は親子での参加をお願いします）

参加費：無料

※申込は、電話または来館にて受付

持ち物：トング、軍手、飲料、帽子などの熱中症対策

今年度は３回シリーズで『海のゴミでアートを作る』
講座を開催しようと思います。
①６月２０日（土）10：00～12：00
どんなゴミが落ちてる？ゴミを拾おう！
②夏休み

ZERO MARINの活動の話を聞こう！
③１月の土曜日
ゴミを有効活用して、キーホルダーを作ろう！

できれば３回とも参加してもらいたいですが、都合も
あると思うので、参加できる回だけでも大丈夫です。

街中に落ちているゴミ。最終的にどこに行くでしょう？
地域のゴミを拾ってまちをきれいにした後、放置されたゴミが
自然にどんな影響を与えているのか勉強しましょう。
当日は『ひびきのまち美化ウォーク』を行っています。
まち協よりお菓子のプレゼントがあります。

ひびきの市民センター ７０１－５１６１



ZERO MARINとは
2024年夏、代表の谷口君が洞北中学校２年生の時に仲間を
集めて始めたZERO MARIN  GARBAGE FUTUREの活動。
岩屋海岸、芦屋海岸、汐入の里の３カ所で海のゴミを拾い、
それらを使って次世代アート「海洋プラスチックアート」を
描いています。

ZERO MARIN GARBAGE FUTUREが描いた絵は、マルシェや
まちのイベントなどで販売をして、売り上げの一部を環境保
護団体に寄付しているのだそう。

2026年夏休み。地元の先輩でもあるZERO MARIN  
GARBAGE  FUTUREの皆さんから、海の環境問題についてお話
を聞いて、未来の地球のために何ができるか一緒に考えてみ
ましょう。

ZERO MARIN  GARBAGE FUTUREの作品
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